
No.65  令和3年2月10日発行：徳島県吉野川市議会

吉野川市公式キャラクター
ヨッピー・ピッピー

議会 HP は
こちらから確認！

令和2年12月議会定例会
審議結果一覧                     　　    　 　        　　 　   2
討　　　論       　        　            　    　 　        　          3
委員会審査  　 　　          　　　　      　         　    4
ここが聞きたい  　　　 　 　　        　　　          6
代表質問 　　    　 　　      　 　　          　　　        7
一般質問 　　    　 　　      　 　　          　　　    10

世界に一つだけの卒業証書
みんなの心をわしづかみ

　　吉野川市  
 議会だより

手すき作業に 全集中！
阿波和紙1300年の歴史



2

令和２年12月議会定例会　審議結果一覧

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆  議会あれこれ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

　　　　　　　　　　　                             議　　　案　　　名　        （賛否が分かれた案件はその内訳を表示しています） 賛成 |反対

議第 84号 吉野川市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議第 85号 吉野川市特別職で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議第 86号 吉野川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議第 87号 吉野川市税条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議第 88号 吉野川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 17 2

議第 89号 吉野川市介護保険条例等の一部を改正する条例制定について 原案可決

議第 102 号 吉野川市特別職で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議第 90号 令和２年度吉野川市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決

議第 91号 令和２年度吉野川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

議第 92号 令和２年度吉野川市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

議第 103 号 令和２年度吉野川市一般会計補正予算（第８号）について 原案可決

議第 93号 吉野川市鴨島老人福祉センターの指定管理者の指定について 原案可決

議第 94号 吉野川市田平農産物共同加工施設の指定管理者の指定について 原案可決

議第 95号 吉野川市美郷農産物加工施設の指定管理者の指定について 原案可決

議第 96号 向麻山公園の指定管理者の指定について 原案可決

議第 97号 バンブーパークの指定管理者の指定について 原案可決

議第 98号 吉野川市鴨島公民館の指定管理者の指定について 原案可決

議第 99号 吉野川市文化研修センターの指定管理者の指定について 原案可決

議第 100 号 吉野川市高越弓道場の指定管理者の指定について 原案可決

議第 104 号 山瀬小学校屋内運動場改築工事の変更請負契約の締結について 原案可決

議第 105 号 財産の取得について 原案可決

議第 101 号 教育委員会委員の任命について 同　　意

発議第6号 別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備等を求める意見書について 原案可決

発議第7号 国立病院の機能強化を求める意見書について 原案可決

条　
　
例

補
正
予
算

そ
の
他

意
見
書

人事

意 

見 

書※特別多数議決：住民の利害に重大な意味を有する議案等について、議決要件を厳格にし、慎重に意思決定をする必要がある場合に行　　　　　　　
　　　　　　　　われる。地方自治法に特別の定めがある事項について、出席議員の２/３、３/４、４/５以上の同意が必要となる。

討　　　論 議決のルール ｢過半数の原則｣

　議題となっている案件が採決され
る前に、賛成か反対かの自己の意見
を言うことです。
　討論は、自己の賛否を明らかにす
るだけでなく、意見の異なる議員に
自分の意見に同調してもらうように
働きかけることに意義があります。
　最初に反対者、次に賛成者という
ように、反対・賛成の討論を交互に
行います。（Ｐ３に討論を掲載）

　市議会に提出された議案等の事件は、特別の定めがない限り出席議員の過半数
で決定します。過半数とは「半数を超える数」なので、半数プラス１の数です。
　また、「出席議員」とは、採決のときに議場にいる議員で、当該事件について
表決権（賛成・反対の意思表示をする権利）を持つ者はすべて含まれます。
　なお、過半数議決のときの出席議員に議長は含まず、※特別多数議決のときの
出席議員には議長を含みます。
　吉野川市の議員は 20人です。例えば、過半数議決において全員が出席してい
る場合、議長には表決権がないため出席議員は 19人となり、議案の成立には
10人の賛成が必要となります。賛成・反対いずれも出席議員の過半数を得るこ
とができない時は、対象となった事件は成立せず、否決と同様の結果となります。

表決・採決・議決

　「表決」とは、議員が議案に対して賛成か反対の意思を表すことをいいます。一方、議長が各議員の「表決」を採ることを「採
決」といいます。また、「採決」には、挙手・起立・投票によるものや、異議がないか聞く「簡易採決」などがあり、吉野川市議会で
は能率的な議事運営を行う観点から、特に必要な場合を除いて「簡易採決」を行っています。表決の結果、賛成・反対の多少に
よって議会の意思を決定することを「議決」といいます。（Ｐ２に審議結果一覧・Ｐ３に採決の結果を掲載）
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討　　論　〜議員の考え〜

反　対　討　論 賛　成　討　論

賛成〇
反対× 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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議第88号　吉野川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

※法定外繰入：���法律に基づかない、市町村の裁量による一般会計からの繰入。
　　　　　　　これに対し、�国保事業の運営事務費や低所得者への軽減分などは、法律や一定のルールに基づき繰入されている。

　国民健康保険事業の赤字を一般会計からの※法定外繰入や国保特別会計財政調整基金にて補填してきましたが、
適正な収支バランスと安定した制度運営のため、令和３年度に保険税率の改定を行うため条例を改正しました。

国保税を協会けんぽ並みに引き下げることが事の本質
岡田　光男

　国による「国保の都道府県化」により、国保税は
県が示す標準保険税率に合わせることが求められてい
る。標準保険税率は法定外繰入を行わない前提である
ため、独自に減免してきた自治体では大きな値上がり
を強いられている。
　本市においては、ここ 10年間で二度三度と公費を
投入し国保税の引き上げを抑えてきたが、国の示す方
向に沿い今回の条例改正につながったものと考える。
　条例改正により、約 8000 万円の税収見込みとのこ
とであるが、多い人で年間 13 万 1500 円も上がる。
２割、５割、７割の軽減措置もあるが、引き上げによ
り滞納者も増加し、無保険者となる危険もある。
　コロナ感染が拡大傾向にある中、雇用や経済への影
響が大きくなっており、中でも非正規労働者やフリー
ランス、年金生活者、自営業者には税の負担が大きく
のしかかっている。国保税の納付等が困難な方には、
コロナによる減収に対する減免制度などの利用を呼び
かけ、すべての国民が一丸となってコロナ感染と闘う
ことが求められているのではないか。
　そもそも、国保税が高すぎるから一般会計からの法
定外繰入を実施せざるを得ないという制度そのものの
矛盾があり、市民のおよそ８割程度はいずれ国保に加
入することを鑑みれば、負担の公平性からも法定外繰
入は妥当なものであり、こういう時期にこそ法定外繰
入をすべきである。
　全国知事会・市長会なども「公費投入で構造的な問
題を解決する」としており、国保税のこれ以上の引き
上げを止めるには、協会けんぽ並みに引き下げること
が事の本質である。

10 年ぶりの税率改正はやむを得ない
河野　利英

　本市の国民健康保険事業の運営については、平成
23年度に税率の改正を行って以来、単年度収支で発
生する赤字を一般会計からの法定外繰入および国保特
別会計財政調整基金を充てることで、その収支のバラ
ンスを保ってきた経緯がある。
　そのような中、新聞報道にもあったとおり、平成
30年度は１億 2000 万円、令和元年度では 5600 万
円の赤字、本年度も現時点で約１億円と、大きな赤字
が出る見込みとなっている。
　現在の税率を見直さず、今後も基金等に依存した運
営を続けた場合、数年後には国民健康保険事業の運営
が立ち行かなくなり税率の改正が必ず必要となるが、
その時には、この度提案されている以上の増額をとも
なった保険税の負担を被保険者にお願いせざるを得な
くなる。
  そのような急激な負担の増加を避ける必要があるこ
とからも、10年ぶりの税率改正はやむを得ないもの
であると考える。
　しかしながら、被保険者に負担をお願いする以上、
税率を改正し、ただ税額の増収を図るだけではなく、
被保険者に対する健康増進やジェネリック医薬品の普
及など医療費の削減に努め、被保険者の負担を少しで
も軽減するよう保険者としての責務を十分に果たすこ
とを要望する。
　国民健康保険は、すべての市民がいつでも、どこで
も安心して医療を受けることを保証した「国民皆保険
制度」の最後の砦であり、その安定した運営を確保す
るためにも一層の奮起を願う。

採　
　
決
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。
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。
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。
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。
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の
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が
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あ
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。
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。
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図
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。
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す
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や
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あ
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ョ
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て
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と
を
問
う
。

①
条
例
改
正
の
意
義
に
つ
い
て
。

②
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る　

　
方
法
は
。

③
歳
入
確
保
や
歳
出
削
減
に
向
け
た

　
13
の
取
り
組
み
の
内
容
は
。

④
今
後
職
員
一
丸
と
な
る
意
識
改
革
は
。

財
政
危
機
の
突
破
に
、
補
助

金
、
助
成
金
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
加
え
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
負
担
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
の

で
、
市
政
運
営
の
責
任
者
と
し
て
給
与

カ
ッ
ト
に
踏
み
切
っ
た
。

A

A

Q

Q

※ネーミングライツ：スポーツ施設や文化ホールなどの施設の名前に企業名や社名ブランド名をつける権利のことで、命名権と
　　　　　　　　　　付帯する諸権利のこと。

※
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プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用

し
て
お
り
、
事
前
に
提
出
さ

れ
た
申
請
内
容
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
10
分
以
内
で
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

委
員
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
る
。

　

採
点
の
配
分
は
、
管
理
運
営
の
理

念
・
姿
勢
35
点
、
管
理
運
営
体
制
・
管

理
経
費
45
点
、
法
人
等
の
安
全
性
・
適

格
性
20
点
で
60
点
を
合
格
点
と
し
て

お
り
、
合
格
点
を
つ
け
た
委
員
数
が
過

半
数
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
失
格
と
し

て
い
る
。

　
応
募
は
１
社
で
あ
っ
た
が
、
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
た
め
候
補
に
選
定
し

て
い
る
。委

託
料
が
年
々
上
が
っ
て
い

る
が
内
容
は
。

施
設
維
持
管
理
の
た
め
の
人

件
費
や
電
気
・
水
道
な
ど
の

光
熱
水
費
、
ト
イ
レ
の
浄
化
槽
維
持
管

理
委
託
料
や
検
査
費
用
が
主
な
も
の
で
、

そ
の
他
は
、
消
耗
品
費
・
燃
料
費
・
保

険
料
な
ど
が
あ
る
。

　
年
度
毎
に
提
出
さ
れ
る
実
績
報
告
書

を
も
と
に
算
出
し
て
い
る
が
、
本
市
の

財
政
が
厳
し
い
折
、
今
後
は
事
業
を
精

査
し
、
経
費
を
削
減
で
き
る
よ
う
指
定

管
理
の
基
準
を
定
め
て
行
き
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◇
市
長
提
出
６
議
案
を
審
査

●
令
和
２
年
度
吉
野
川
市
一
般
会
計
補　

　
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
効
果
は
。

事
前
放
流
、
直
前
放
流
に
よ

り
で
き
る
だ
け
水
位
を
下
げ
、

ピ
ー
ク
に
達
す
る
時
間
を
後
ろ
に
ず
ら

す
こ
と
で
、
減
災
対
策
の
一
部
と
し
て

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

  

今
回
の
調
査
を
基
に
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
が
、
で
き
る
だ
け
調
整

容
量
を
多
く
し
、
減
災
効
果
を
引
き
出

せ
る
よ
う
土
地
改
良
区
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。土

地
改
良
区
と
の
協
議
内
容

は
。

事
前
放
流
・
直
前
放
流
の
方

法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
協

議
を
す
る
。

　
ま
た
、農
業
用
た
め
池
で
あ
る
た
め
、

土
地
改
良
区
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

●
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
の　

　
指
定
に
つ
い
て

応
募
は
１
社
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
指
定
管
理
者
の

選
定
基
準
は
。

だ
が
、
今
後
も
こ
の
影
響
は
続
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。
今
年
度
は
補
正
に
よ

っ
て
事
業
継
続
は
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、

来
年
度
は
ど
の
よ
う
に
収
入
を
確
保
し

た
上
で
運
営
を
行
う
の
か
。

今
年
度
の
減
収
分
も
見
込
み
、

十
分
精
査
し
た
上
で
、
一
部

事
業
所
等
に
外
部
委
託
し
て
い
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
も
委
託
の
見

直
し
を
含
め
検
討
す
る
。

　
で
き
る
限
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
対
応
す
る
こ
と
で
収
入
の
確
保
を

を
行
い
、
安
定
的
な
事
業
運
営
に
努
め

て
い
く
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

●
吉
野
川
市
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
応
募
件
数
は
。

１
社
で
あ
る
。

１
社
の
み
は
今
回
だ
け
な
の

か
。

前
回
も
１
社
で
あ
っ
た
。

指
定
管
理
料
は
努
力
し
て
削
減

し
て
い
く
べ
き
で
は
。

指
定
管
理
料
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
統
一
的
な
見
解
の

も
と
で
対
応
で
き
る
よ
う
関
係
部
署
で

協
議
し
て
い
く
。

い
る
。
た
だ
、
今
後
の
予
算
編
成
を
行

っ
て
い
く
上
で
削
減
目
標
と
な
る
当
初

予
算
の
額
も
あ
る
の
で
、
そ
の
兼
ね
合

い
を
考
え
な
が
ら
ご
提
言
も
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い　
　

　
て

所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
均
割
の
料
率
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
。

医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
・
介
護
分
を
含
め
た
所

得
割
３
．13
％
引
上
げ
、資
産
割
７
．

４
％
引
下
げ
、介
護
分
を
含
む
被
保
険

者
一
人
あ
た
り
の
均
等
割
５
９
０
０
円

の
引
上
げ
、介
護
分
を
含
む
平
等
割
被

保
険
者
一
世
帯
と
し
て
８
０
０
円
の
引

上
げ
と
な
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◇
市
長
提
出
７
議
案
を
審
査

●
令
和
２
年
度
吉
野
川
市
介
護
保
険
特　

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

　
い
て

包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事

業
費
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
等
の
収
入
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
増
額
補
正
と
い
う
こ
と

A

A

A

A A

A

AAA

Q

Q

Q

Q Q

Q

QQQ

※プロポーザル方式：�公募または指名により複数の者から目的に合致した企画を提案してもらい、その中から最も適した者を選ぶ方式。　
　　　　　　　　　　

※
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一　
般　
質　
問

岡　
田　
　
　
晋

　
●
自
治
会
加
入
の
勧
め
に
つ
い
て

　
○
市
有
地
に
お
け
る
記
念
碑
等
の
設
置　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
つ
い
て

　
○
脱
ハ
ン
コ
に
つ
い
て

相　
原　
一　
永

　
●
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み

　
　
に
つ
い
て

　
○
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

　
○
教
育
行
政
に
つ
い
て

中　
西　
　
　
渉

　
○
不
妊
に
悩
む
市
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
●
学
校
教
育
に
つ
い
て

細　
井　
英　
輔

　
○
人
権
問
題
に
つ
い
て

　
●
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成
制
度

　
　
に
つ
い
て

代　
表　
質　
問

桒　
原　
五　
男
（
吉
野
川
政
友
会
）

　
○
市
長
就
任
１
年
を
迎
え
て

　
○
財
政
危
機
突
破
宣
言
に
つ
い
て　

　
●
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て

　
○
市
民
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い
て

　
○
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

　
○
非
接
触
型
検
温
器
に
つ
い
て

　
○
商
業
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

塩　
田　
智　
子
（
薫
風
会
）

　
●
財
政
危
機
の
突
破
に
向
け
て

　
○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

　
○
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
に
つ
い
て

　
○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
○
防
災
行
政
に
つ
い
て

田　
村　
修　
司
（
志
誠
新
進
ク
ラ
ブ
）　　

　
●
敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て

　
○
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
○
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て 代

表
・
一
般  

質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

　
12
月
議
会
定
例
会
で
は
10
名
の
議
員
が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。　
　
●
の
質
問
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

※
誌
面
の
都
合
に
よ
り
要
旨
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
れ
ば
、
会
議
録
が
確
認
で
き
ま
す
。）

岡　
田　
光　
男

　
○
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
　
に
つ
い
て

　
●
本
市
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て

　
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　
　
　
　

　
　
に
つ
い
て

　
○
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
状
況

　
　
に
つ
い
て

　
○
緊
急
小
口
・
総
合
支
援
金
に
つ
い
て

　
○
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

　
○
国
保
税
に
つ
い
て

阿　
佐　
勝　
彦

　
○
下
水
道
事
業
と
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て

　
●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
○
雨
水
排
水
路
整
備
に
つ
い
て

　
○
入
院
時
等
の
支
援
に
つ
い
て

　
○
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

岸　
田　
益　
雄

　
○
鴨
島
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

　
　
に
つ
い
て

　
●
児
童
虐
待
防
止
へ
の
対
応
に
つ
い
て
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◎
質
問

　
本
市
は
以
前
か
ら
子
育
て

支
援
に
力
を
入
れ
て
お
り
、　　

「
子
育
て
す
る
な
ら
吉
野
川

市
で｣

と
中
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
は
、
県
内

で
も
早
く
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

　
最
近
で
は
、
多
く
の
市
町

村
が
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費

を
無
償
化
す
る
方
向
に
あ

り
、
市
民
か
ら
も
数
多
く
要

望
が
あ
る
。

　
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費

助
成
お
よ
び
一
部
負
担
金
の

無
償
化
に
つ
い
て
、
県
内
24

市
町
村
の
状
況
と
、
本
市
の

考
え
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

　
12
月
１
日
現
在
、
高
校
卒

業
ま
で
は
17
市
町
村
、
中
学

校
卒
業
ま
で
は
本
市
を
含
む

７
市
町
で
あ
り
、
一
部
負
担

金
無
償
化
は
10
市
町
村
で
実

施
し
て
い
る
。　
　

　
一
部
負
担
金
の
無
償
化
は
、

子
ど
も
が
必
要
な
治
療
を
受

け
や
す
く
な
る
反
面
、コ
ス

ト
意
識
の
低
下
か
ら
安
易
な

受
診
が
増
え
、医
療
機
関
の

負
担
と
医
療
費
の
増
加
に
つ

な
が
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か

ら
、引
き
続
き
市
民
の
皆
さ

ま
に
ご
負
担
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◎
再
問

　
２
５
０
人
前
後
で
推
移
し

て
い
た
本
市
の
出
生
数
は
、

令
和
元
年
度
２
０
６
人
と
な

り
、数
年
後
に
は
２
０
０
人

を
割
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
現
実
を
重
く
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。子
育
て

支
援
策
の
見
直
し
に
よ
る
財

源
確
保
も
、一
つ
の
選
択
肢

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
財
源
確
保
に
努
め
、
来
年

度
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
に
拡

充
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
は
。

○
市
長

　
少
子
化
対
策
に
お
い
て
、

医
療
費
助
成
の
充
実
は
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
上
で
有
効
な
施
策

と
考
え
て
お
り
、
県
内
で
助

成
拡
充
の
動
き
が
加
速
し
て

い
る
状
況
も
含
め
、
高
校
卒

業
ま
で
拡
充
す
る
必
要
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。　

　
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成

に
お
い
て
、
現
行
の
子
育
て

支
援
策
の
見
直
し
な
ど
に
よ

る
財
源
捻
出
を
図
り
、
高
校

卒
業
ま
で
拡
充
す
る
方
向
で

進
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　
市
長
就
任
１
年
を
迎
え
て

自
己
評
価
と
今
後
の
抱
負
は
。

○
市
長

　
住
民
満
足
度
と
魅
力
度
向

上
を
目
指
し
市
政
運
営
に
全

力
で
取
り
組
ん
だ
。
住
み
よ

い
ま
ち
の
確
立
と
「
世
代
を

超
え
て
夢
紡
ぐ
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
、
強
い
覚
悟
を
持

っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

◎
質
問

　
財
政
危
機
突
破
に
向
け
た

市
長
の
決
意
は
。

○
市
長

　
責
任
を
持
っ
て
財
政
危
機

突
破
へ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
を
市
民
に
約
束
す
る
。

◎
質
問

　
利
用
者
の
重
複
が
想
定
さ

れ
る
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
方
法

桒く
わ

　
原は

ら

　
五い

つ

　
男お

（
吉
野
川
政
友
会
）

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の

考
え
は

（質問）（答弁）

子
育
て
支
援
策
の
見
直
し
に
よ
る
財
源
捻
出
を
図

り
、
高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
方
向
で
進
め
た
い

令和2年12月 議会定例会 代表質問

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
か
。

○
副
教
育
長

　
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会

議
に
お
い
て
、
各
団
体
参
加

の
も
と
日
程
調
整
を
行
い
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
て

い
く
。

◎
質
問

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入

の
考
え
は
。

○
市
長

　
早
急
に
制
度
設
計
を
し
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
運
用
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

◎
質
問

　
指
定
管
理
料
を
見
直
す
考

え
は
。

○
政
策
監

　
積
算
や
収
支
に
つ
い
て
所

管
部
局
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
に

加
え
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
や
指

定
管
理
料
の
妥
当
性
を
客
観

的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制

を
検
討
し
た
い
。
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○
政
策
監

　
本
市
の
財
政
状
況
を
包
み

隠
す
こ
と
な
く
、
タ
イ
ム
リ

ー
に
公
表
し
な
が
ら
、
市
民

の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾

け
、
全
庁
一
丸
と
な
り
説
明

責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
に
対
す
る
考
え
は
。

○
産
業
経
済
部
長

　

隊
員
と
地
域
、行
政
が
Ｗ

ｉ
ｎ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
と
な
る
よ
う

な
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

◎
質
問

　
令
和
４
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
開
催
に
向

け
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

○
副
教
育
長

　
本
市
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
サ
ッ
カ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。

　
県
実
行
委
員
会
等
で
運
営

体
制
等
の
調
整
を
進
め
て
き

た
。
業
務
を
担
う
担
当
部
署

◎
質
問

　
衝
撃
的
な
財
政
見
通
し
に

対
し
、
市
民
か
ら
不
安
の
声

が
、
多
数
聞
こ
え
て
き
て
い

る
。

　
今
後
、
日
常
生
活
に
大
き

く
影
響
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
市
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
に

な
る
。

　
丁
寧
な
説
明
に
よ
り
、
市

民
の
不
安
を
払
拭
し
、
本
市

が
一
丸
と
な
っ
て
財
政
危
機

を
突
破
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
と
行
財
政
改
革
と
の

両
立
は
。

　
ま
た
、
市
民
へ
の
説
明
を

分
か
り
や
す
く
行
う
必
要
が

あ
る
が
、
取
り
組
み
は
。

○
市
長

　
極
め
て
困
難
な
課
題
で
あ

る
が
、
今
回
の
行
財
政
改
革

は
、
ま
さ
に
将
来
に
わ
た
っ

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
た
め
に
必
要
な
、
避
け
て

通
れ
な
い
重
要
な
取
り
組
み

と
な
る
。

　
具
体
的
に
は
、
使
用
料
・

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
に

立
っ
て
総
点
検
を
行
い
、
現

在
の
料
金
水
準
、
減
免
適
用

の
妥
当
性
の
総
点
検
と
未
収

対
策
の
強
化
を
図
り
、｢

受
益

と
負
担
の
公
平
性
」
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
で
、
不
公
平
感

を
是
正
し
た
い
。

　
ま
た
、
補
助
金
や
負
担
金

に
つ
い
て
も
、
政
策
目
的
・

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、
固
定

化
の
払
拭
を
図
る
。

　
特
に
各
種
団
体
補
助
金
等

は
、
繰
越
金
等
の
内
部
留
保

の
状
況
や
活
動
実
態
等
を
踏

ま
え
、
影
響
の
な
い
範
囲
で

補
助
金
額
を
調
整
す
る
。

　
公
平
性
の
観
点
か
ら
の
見

直
し
を
丁
寧
に
行
い
、市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限

に
食
い
止
め
た
い
。

　
独
立
採
算
が
原
則
と
な
る

特
別
会
計
、
公
営
企
業
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
に
依
存

す
る
こ
と
な
く
、
自
立
・
自

走
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
料

金
な
ど
の
改
定
も
含
め
た
経

営
改
革
を
進
め
る
。

　
公
平
性
と
丁
寧
な
説
明
を

念
頭
に
、
負
担
感
の
軽
減
に

真
撃
に
取
り
組
み
、｢

財
政
危

機
突
破
」
を
実
現
し
た
い
。

の
配
置
を
検
討
し
、
開
催
に

向
け
万
全
を
期
す
。

◎
質
問

　
多
胎
児
を
育
て
る
家
庭
へ

の
支
援
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

　
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

先
進
事
例
等
を
参
考
に
支
援

を
検
討
し
た
い
。

◎
質
問

　
産
後
ケ
ア
事
業
へ
の
取
り

組
み
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

　
よ
り
利
用
し
や
す
い
産
後

支
援
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

◎
質
問

　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

用
い
た
更
な
る
啓
発
へ
の
取

り
組
み
は
。

○
防
災
局
長

 

「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
事
業
の
着

手
に
向
け
、
現
在
、
調
査
・

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

財
政
危
機
の
突
破
に
向
け
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
と
行
財
政
改
革
と
の
両
立
は

塩し
お

　
田た

　
智と

も

　
子こ

（
薫
風
会
）

（質問）（答弁）

公
平
性
と
丁
寧
な
説
明
を
念
頭
に
、

負
担
感
の
軽
減
に
真
撃
に
取
り
組
む

代 表 質 問
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に
な
っ
た
こ
と
の
影
響
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
質
問

　
職
員
の
給
与
水
準
「
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
」
が
、
県
内

で
本
市
だ
け
が
国
の
基
準
を

上
回
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
見
解
は
。

○
総
務
部
次
長

　
本
市
で
は
、
職
員
の
最
終

学
歴
に
よ
る
昇
任
ス
ピ
ー
ド

の
差
を
つ
け
て
お
ら
ず
、
職

務
遂
行
能
力
に
応
じ
て
管
理

職
へ
昇
任
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
国
と
比
較
し
て
高

卒
・
短
大
卒
の
階
層
の
指
数

が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

◎
質
問

　
フ
レ
イ
ル
対
策
や
介
護
予

防
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

○
健
康
福
祉
部
長

　
フ
レ
イ
ル
予
防
の
重
要
性

を
周
知
し
、
健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後

も
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
。

◎
質
問

　
敬
老
祝
金
制
度
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
自
治
体
が
設
け

て
い
た
が
、
高
齢
化
社
会
が

年
々
進
む
に
つ
れ
財
政
を
圧

迫
し
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
自

治
体
で
制
度
の
見
直
し
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
本
市
も
こ
の
現
実
を
直
視

し
、
早
急
な
見
直
し
を
す
る

べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
ず
、
本
市
の
令
和
２
年

度
の
敬
老
祝
金
対
象
者
は
総

数
９
１
６
人
で
総
額
７
９
８

万
５
０
０
０
円
支
給
さ
れ
て

い
る
が
敬
老
祝
金
の
対
象
年

齢
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
は
。

　
そ
し
て
、
過
去
５
年
間
の

支
給
状
況
の
推
移
と
、
今
後

５
年
間
の
見
通
し
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

　
対
象
年
齢
と
金
額
に
つ
い

て
は
、77
歳
５
０
０
０
円
、

88
歳
１
万
円
、99
歳
２
万
円
、

１
０
０
歳
以
上
２
万
円
、

１
０
０
歳
到
達
者
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
の
支
給
人

数
は
８
８
８
人
で
支
給
額
７

６
３
万
円
、
令
和
元
年
度
８

６
５
万
５
０
０
０
円
で
あ
る
。　

　
現
在
の
人
口
を
も
と
に
推

計
す
る
と
、令
和
７
年
度
は
、

１
３
５
８
人
で
１
１
０
８
万

円
と
推
計
し
て
い
る
。

◎
再
問

　
本
市
は
、
団
塊
の
世
代
が

全
員
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
に
な
る
と
い
う
令
和
７
年

度
に
は
対
象
者
が
現
行
の
約

1.5
倍
に
も
膨
ら
む
と
推
測
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
支
給
状

況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
本
市
で

も
制
度
の
縮
小
や
廃
止
の
見

直
し
を
行
い
、
そ
の
財
源
で

新
た
な
高
齢
者
福
祉
事
業
や

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
原
資
と

し
て
充
当
し
て
は
ど
う
か
。

○
健
康
福
祉
部
長

　

敬
老
祝
金
は
、長
寿
を
お

祝
い
す
る
と
い
う
制
度
の
趣

旨
に
か
な
っ
て
い
る
一
方
で
、　

支
出
が
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
制
度
を
継
続
す

る
た
め
に
は
何
ら
か
の
方
策

や
見
直
し
が
必
要
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

み
、団
塊
の
世
代
が
支
給
対

象
年
齢
に
か
か
っ
て
く
る
と
、

総
事
業
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
高

齢
者
人
口
の
推
計
を
勘
案
し
、

近
隣
市
町
の
支
給
年
齢
、
支

給
額
等
を
参
考
に
見
直
し
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
財

源
活
用
に
つ
い
て
財
政
危
機

の
な
か
で
効
果
的
な
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　

本
市
の
人
件
費
は
、今
年

に
な
っ
て
昨
年
の
33
億
円
か

ら
38
億
円
に
急
増
し
て
い
る
。　　

　
人
件
費
総
額
の
高
騰
の
理

由
は
。

○
総
務
部
次
長

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
運
用
開
始
に
よ
り
、
以
前

は
物
件
費
に
区
分
さ
れ
て
い

た
賃
金
が
人
件
費
に
区
分
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
期

末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う

田た

　
村む

ら

　
修し

ゅ
う

　
司じ

（
志
誠
新
進
ク
ラ
ブ
）

敬
老
祝
金
制
度
を
見
直
し
て
は

（質問）（答弁）

近
隣
市
町
を
参
考
に

見
直
し
を
検
討
し
た
い

令和2年12月   議会定例会

※
1

※
2

※ 1ラスパイレス指数：国家公務員の職員構成を基準として、学歴別、経験年数別に平均給料月額を比較し、国家公務員の給与を  　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　100とした場合の地方公務員の給料水準を指数で示したもの。
※ 2フレイル：健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的機能や認知機能の低下が見られる状態のこと。
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（質問）

自
治
会
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
増
や
し

市
が
積
極
的
に
加
入
促
進
を
図
っ
て
は

（質問）

飯
尾
川
上
流
部
の
農
業
用
た
め
池
を
利
用

し
た
洪
水
調
整
対
策
の
概
要
と
効
果
は

（質問）

年
度
末
に
向
け
た
コ
ロ
ナ
対
策
お
よ
び

授
業
や
学
校
行
事
な
ど
の
取
り
組
み
は

（答弁）

未
加
入
者
へ
の
広
報
郵
送
を
見
直
し
、

転
入
者
等
に
は
自
治
会
長
を
紹
介
す
る

（答弁）

た
め
池
を
活
用
し
、事
前
放
流
と
直
前
放
流
の

組
み
合
わ
せ
で
効
果
的
に
洪
水
調
整
を
行
う

（答弁）

安
心
安
全
な
学
校
生
活
や

学
習
機
会
の
確
保
に
向
け
取
り
組
む

岡お
か

　
田だ

　
　
　
晋す

す
む

相あ
い

　
原は

ら

　
一か

ず

　
永な

が

中な
か

　
西に

し

　
　
　
渉わ

た
る

令
和
2
年
12
月  

議
会
定
例
会　
　

一
般
質
問

◎
質
問

　
本
市
は
財
政
難
で
あ
る
。

　

自
治
会
未
加
入
世
帯
に

は
、
今
後
も
個
別
の
案
内

文
書
の
送
付
は
続
け
、
広

報
誌
に
つ
い
て
は
必
要
な

場
合
、
市
役
所
や
各
支
所
、

市
公
共
施
設
へ
取
り
に
来

て
い
た
だ
く
方
式
に
変
更

し
て
は
ど
う
か
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
自
治
会

に
加
入
し
て
い
る
と
広
報

る
中
、
十
分
な
配
慮
を
し
、

情
報
の
や
り
取
り
に
は
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

対
応
し
て
い
る
。

　
転
入
・
転
居
者
の
方
が
所

属
す
る
自
治
会
名
の
紹
介

に
加
え
、連
絡
を
取
り
や
す

い
よ
う
該
当
す
る
自
治
会

長
の
お
名
前
お
よ
び
連
絡

先
を
窓
口
で
お
伝
え
す
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

今
後
も
ど
の
よ
う
な
対

◎
質
問

　

近
年
、全
国
各
地
で
大
雨

に
よ
る
被
害
が
出
て
い
る
。

　
現
在
、
市
独
自
で
進
め
て

い
る
飯
尾
川
上
流
部
の
農

業
用
た
め
池
を
利
用
し
た

洪
水
調
整
対
策
の
概
要
と

そ
の
効
果
は
。

○
建
設
部
次
長

　

鴨
島
、
川
島
の
７
つ
の

た
め
池
（
総
貯
水
量
27
万　

排
水
機
場
を
フ
ル
稼
働
さ

せ
る
こ
と
で
流
域
の
被
害

は
大
き
く
軽
減
す
る
。

　

抜
本
的
な
飯
尾
川
改
修

の
第
一
歩
と
し
て
国
に
要

望
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

○
建
設
部
次
長

　

国
・
県
に
要
望
活
動
を

行
う
中
で
、
市
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
「
国
土
強
靱

◎
質
問

①
本
市
に
お
け
る
県
立
夜

間
中
学
校
へ
の
支
援
は
。

②
男
女
共
同
参
画
の
視
点

で
は
、
幼
い
頃
か
ら
学
校

や
家
庭
、
地
域
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
教
育
・

学
習
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

教
育
に
携
わ
る
者
が
男

女
共
同
参
画
の
理
念
を
理

解
す
る
よ
う
、
意
識
啓
発

徹
底
に
努
め
、
24
時
間
教

育
委
員
会
へ
連
絡
が
入
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
行
事
が
思

い
出
に
残
る
意
義
深
い
も

の
と
な
る
よ
う
、
規
模
・

内
容
の
工
夫
改
善
な
ど
、

学
校
の
事
情
に
応
じ
た
柔

軟
な
対
応
に
努
め
、
安
心

安
全
な
学
校
生
活
や
学
習

機
会
の
確
保
に
向
け
、
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
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化
５
カ
年
計
画
」
に
飯
尾

川
河
川
改
修
を
採
択
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
追

加
検
討
し
て
い
る
項
目
は
。

○
政
策
監

　
子
育
て
関
係
６
件
・
介

護
保
険
４
件
・
被
災
者
支

援
１
件
を
検
討
し
て
い
る
。

◎
質
問

　

県
立
夜
間
中
学
の
役
割

に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

○
副
教
育
長

　

学
び
の
保
障
や
社
会
的

自
立
へ
繋
が
る
学
校
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

誌
が
届
け
ら
れ
る
と
い
っ

た
、
自
治
会
加
入
の
メ
リ

ッ
ト
が
、
少
し
は
図
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

○
総
務
部
次
長

　

自
治
会
未
加
入
世
帯
へ

の
広
報
の
戸
別
配
布
に
つ

い
て
は
、
財
政
も
厳
し
い

た
め
発
送
の
見
直
し
も
含

め
検
討
し
て
行
く
。

◎
再
問

　

市
役
所
に
手
続
き
に
来

ら
れ
た
方
に
、
自
治
会
の

役
割
と
必
要
性
に
つ
い
て

説
明
し
、
加
入
を
勧
め
る

と
同
時
に
、
自
治
会
長
の

お
名
前
や
連
絡
先
を
お
伝

え
し
加
入
を
お
願
い
し
て

は
。

　

ま
た
、
転
入
・
転
居
者

の
了
解
を
得
て
、
自
治
会

長
に
も
お
名
前
や
連
絡
先

を
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

○
市
民
部
長

　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い

応
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ

有
効
で
あ
る
か
を
検
討
し
、

協
力
で
き
る
施
策
を
実
施

し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　

脱
ハ
ン
コ
を
市
の
行
政

改
革
の
一
環
と
し
て
位
置

づ
け
、
市
民
生
活
に
お
け

る
行
政
手
続
き
や
各
種
申

請
書
に
お
い
て
押
印
の
廃

止
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

○
市
長

　

市
民
の
利
便
性
の
向
上

の
た
め
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
で
き
る
も
の
か

ら
廃
止
に
努
め
る
。

◎
質
問

　

市
有
地
に
お
け
る
記
念

碑
等
の
設
置
基
準
を
明
確

に
定
め
て
は
ど
う
か
。

○
総
務
部
次
長

　

他
団
体
を
参
考
に
し
な

が
ら
、関
係
部
局
と
連
携
し

設
置
基
準
を
制
定
し
た
い
。

４
7
０
０
㎥
）
を
、
農
業

用
と
し
て
の
目
的
を
維
持

し
な
が
ら
最
大
限
活
用
し
、

洪
水
調
整
を
行
う
事
業
で

あ
る
。

　

利
水
時
期
終
了
後
に
計

画
放
流
を
実
施
し
、
一
定
水

位
ま
で
下
げ
る｢

事
前
放

流｣

と
、
台
風
等
の
接
近　

前
に
緊
急
放
流
し
最
大
限

水
位
を
下
げ
る
「
直
前
放

流
」
を
行
う
。
ま
た
、
各
池

の
状
況
に
合
わ
せ
、
双
方
を

効
率
よ
く
組
み
合
わ
せ
た

「
た
め
池
洪
水
調
整
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
管

理
者
の
土
地
改
良
区
に
協

力
を
依
頼
す
る
。　

　

冠
水
の
ピ
ー
ク
と
な
る

時
間
を
現
状
よ
り
遅
ら
せ

る
な
ど
、
確
実
に
減
災
効
果

が
現
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

◎
再
問

　

市
主
導
で
推
し
進
め
る

「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
併
せ
て
、
飯
尾
川

本
流
か
ら
飯
尾
川
排
水
機

場
（
排
水
能
力
40
㎥
／
Ｓ
）

ま
で
の
放
水
路
を
整
備
し
、

な
ど
に
努
め
る
こ
と
が
大

変
重
要
だ
と
思
う
が
、
本

市
の
教
育
方
針
は
。

③
年
度
末
に
向
け
た
コ
ロ

ナ
対
応
策
お
よ
び
授
業
や

学
校
行
事
な
ど
の
取
り
組

み
は
。

○
副
教
育
長

①
積
極
的
な
広
報
活
動
に

努
め
る
と
と
も
に
、
入
学

希
望
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
夜
間
中
学
へ
の
就
学

が
困
難
な
方
に
対
し
て
の

就
学
援
助
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

②
男
女
共
同
参
画
社
会
の

礎
を
築
く
機
会
で
あ
り
、

意
識
づ
く
り
に
向
け
た
学

習
機
会
の
充
実
な
ど
学
校

教
育
が
果
た
す
べ
き
役
割

は
非
常
に
大
き
い
と
認
識

し
て
い
る
。
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
て
、
家
庭
、
地

域
な
ど
と
の
相
互
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
人
権
の
尊

重
を
基
盤
と
し
た
男
女
共

同
参
画
の
実
現
に
努
め
た
い
。

③
基
本
的
な
感
染
対
策
の

◎
再
問

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
、

現
在
ま
で
の
総
括
と
今
後

の
方
向
性
は
。

○
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安

心
な
学
校
生
活
を
守
る
こ

と
を
最
重
要
課
題
と
認
識

し
、
教
育
行
政
の
推
進
に

努
め
て
き
た
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の

安
全
と
学
び
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
と
し
、
本
市
に

お
け
る
質
の
高
い
教
育
の

更
な
る
充
実
に
向
け
て
全

身
全
霊
で
取
り
組
む
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　

不
妊
に
悩
む
市
民
へ
の　
　

支
援
と
し
て
、不
妊
治
療
助

成
金
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

　

国
・
県
の
動
向
を
注
視

し
、
本
市
の
財
政
状
況
も

見
極
め
な
が
ら
、
長
期
的

な
視
点
に
立
ち
検
討
す
る
。

抜本的改修の早期着手を！
大雨のたびに氾濫を繰り返す飯尾川(平成16年台風23号)
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（質問）

子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
年
齢
引
き
上
げ
の
考
え
は

（質問）

市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
制
度
の

廃
止
は

（質問）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
い
て

想
定
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
回
避
策
は

（答弁）

令
和
３
年
度
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
を
目
途
に
進
め
て
い
く

（答弁）

近
隣
市
町
の
動
向
な
ど
も

参
考
に
検
討
し
た
い

（答弁）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
情
報
教
育
担
当
教
員
に

よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
る

細ほ
そ

　
井い

　
英え

い

　
輔す

け

岡お
か

　
田だ

　
光み

つ

　
男お

 

阿あ

　
佐さ

　
勝か

つ

　
彦ひ

こ

令
和
2
年
12
月  

議
会
定
例
会　
　

一
般
質
問

◎
質
問

　

子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢

は
、
県
内
17
団
体
が
18
歳

に
達
す
る
年
度
ま
で
と
し

て
お
り
、
中
学
校
修
了
ま
で

と
す
る
自
治
体
は
本
市
を

含
む
７
団
体
で
あ
り
、
こ
の

制
度
に
限
っ
て
言
え
ば
本

市
は
一
歩
遅
れ
を
と
っ
て

い
る
。

　

対
象
年
齢
を
拡
大
し
た

○
市
長

　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
中
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
を
目
途
に
進
め

て
い
く
。

○
健
康
福
祉
部
長

　

本
市
で
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た

め
に
、
医
療
費
助
成
の
充

実
は
子
育
て
世
代
の
経
済

◎
質
問

　

市
営
住
宅
の
管
理
戸
数

と
応
募
状
況
お
よ
び
単
身

者
の
入
居
状
況
は
。

○
建
設
部
長

　

本
市
の
住
宅
管
理
戸
数

は
９
０
１
戸
で
、
入
居
中

も
含
め
居
住
可
能
な
住
宅

は
６
４
９
戸
で
あ
る
。

　

８
月
に
５
戸
の
公
募
を

し
４
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。　
　
　 向

な
ど
も
参
考
に
検
討
し

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
批

准
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

○
総
務
部
次
長

　

平
和
主
義
の
理
念
を
発

信
す
る
た
め
に
、
よ
り
良

◎
質
問

　

来
年
度
か
ら
、
本
市
す

べ
て
の
小
・
中
学
校
で
一

人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
使
用
方
法
や
端
末
の

不
具
合
も
想
定
さ
れ
る
。

　

不
具
合
等
に
対
応
で
き

る
担
任
教
員
以
外
の
要
員

の
配
置
、ま
た
準
備
状
況
は
。

　
○
副
教
育
長

活
用
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
は
あ
る
の
か
。

○
副
教
育
長

　

県
教
委
主
催
の
研
修
に

お
い
て
、教
員
個
々
へ
の
浸

透
を
図
る
と
と
も
に
、本
市

独
自
に
研
修
を
実
施
し
て

い
く
。Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
が
実
り
あ
る
成
果
を

生
み
出
す
こ
と
で
、す
べ
て

の
子
ど
も
の
学
力
向
上
に

※

※GIGAスクール構想：義務教育を受ける児童生徒のために、１人 1台の学習用 PCと高速ネットワーク環境などを整備する 5年間
　　　　　　　　　　　 の計画。
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的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
通
院
が
容
易
に

な
り
疾
病
の
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
な
ど
、子
ど
も
の
健
康
増

進
を
図
る
上
で
有
効
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療

費
助
成
制
度
は
、安
心
し
て

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
の
大
切
な
施
策
で
あ
る

こ
と
か
ら
、全
国
統
一
の
制

度
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
引
き
続
き
、県
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
、国
・
県
に
対

し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
導
入
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

○
市
長

　
令
和
３
年
１
月
に
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

を
創
設
す
る
。

上
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
、
子
育

て
支
援
や
保
健
・
医
療
を

包
括
的
に
捉
え
、
将
来
の

医
療
費
の
削
減
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療

機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を

身
に
つ
け
、
成
人
期
以
降

も
適
切
な
受
診
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
疾
病
の
早
期
発

見
・
治
療
に
繋
が
り
、
老

齢
期
の
フ
レ
イ
ル
や
重
症

化
予
防
が
期
待
で
き
る
。

　
子
育
て
支
援
と
と
も
に
、

将
来
の
医
療
費
削
減
に
繋

げ
る
た
め
の
投
資
目
的
と

し
て
行
う
視
点
も
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
対
象
年
齢

引
き
上
げ
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
独
自
で

行
う
の
で
は
な
く
、
国
庫

負
担
に
よ
っ
て
行
う
方
法

が
望
ま
し
く
、
市
町
村
に

よ
る
制
度
拡
充
の
競
争
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
な
制
度

設
計
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

単
身
世
帯
の
割
合
は
全

体
の
53
．４
％
と
な
っ
て
い

る
。入
居
後
に
配
偶
者
等
の

同
居
者
の
死
去
や
別
居
に

よ
り
単
身
世
帯
に
な
っ
た

も
の
が
多
く
、
入
居
時
に

単
身
で
許
可
し
た
も
の
は
、

直
近
５
年
間
で
６
件
の
み
。

　
そ
の
内
容
は
、60
歳
以
上
、

障
が
い
者
な
ど
、特
別
な

理
由
が
あ
る
方
に
つ
い
て

単
身
で
入
居
で
き
る
特
例

措
置
を
適
用
し
て
い
る
。

◎
再
問

　
国
土
交
通
省
は
、
近
年
身

よ
り
の
な
い
単
身
高
齢
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
保
証
人
に
関
す

る
規
定
を
削
除
し
、
各
自

治
体
に
特
段
の
配
慮
を
す

る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
保
証

人
の
廃
止
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

○
建
設
部
長

　

県
内
で
は
２
市
だ
け
が

保
証
人
を
求
め
て
い
な
い
。

　

今
後
、
近
隣
市
町
の
動

い
方
法
を
模
索
し
た
い
。

◎
質
問

　
国
保
税
の
引
き
上
げ
で
、

滞
納
者
が
増
え
る
の
で
は
。

○
市
民
部
長

　

健
康
づ
く
り
や
保
健
指

導
、
保
険
税
収
納
率
の
向

上
に
努
め
た
い
。

◎
質
問

　

若
者
世
代
の
転
出
抑
制

と
転
入
増
加
の
施
策
は
。

○
政
策
監

　
「
し
あ
わ
せ
住
ま
い
づ
く

り
支
援
事
業
」
で
、
40
歳
未

満
の
若
者
世
代
の
住
宅
取

得
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

◎
質
問

　

事
業
者
応
援
給
付
金
の

給
付
状
況
は
。

○
産
業
経
済
部
長

　
飲
食
業
１
８
５
件
、
旅
館

業
15
件
、
運
輸
業
22
件
で
合

計
金
額
は
２
２
８
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、各
校
に
お
い
て
校

内
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工

事
等
、ハ
ー
ド
面
の
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

授
業
に
お
い
て
、本
格
的

に
児
童
・
生
徒
が
端
末
を
活

用
す
る
に
あ
た
り「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
ら
な
い
」　

「
動
画
が
見
え
な
い
」な
ど

の
不
具
合
が
起
こ
る
こ
と

を
想
定
し
、事
前
の
設
定
・

確
認
作
業
な
ど
に
努
め
る
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や

情
報
教
育
担
当
教
員
な
ど

に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
等
を
整
え
、適
切
か
つ
ス

ム
ー
ズ
な
運
用
に
努
め
る
。

　

来
年
度
の
本
格
的
な
運

用
に
向
け
、想
定
さ
れ
る
不

具
合
に
適
切
に
対
応
し
、保

守
的
点
検
業
務
の
充
実
等

に
取
り
組
む
と
と
も
に
最

大
限
の
費
用
対
効
果
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、最
善
の
措
置
を
講
じ

て
い
く
。

◎
再
問

　

県
内
で
研
修
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、端
末
の
有
効

繋
が
る
よ
う
、本
格
実
施
に

向
け
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　

公
共
の
機
能
に
役
立
っ

て
い
る
個
人
設
置
の
地
下

浸
透
ま
す
の
補
修
費
用
に

つ
い
て
、市
と
し
て
協
力
で

き
な
い
か
。

○
建
設
部
次
長

　

個
人
設
置
の
浸
透
ま
す

は
、
そ
の
使
用
者
に
お
い

て
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

排
水
路
未
整
備
区
域
解

消
の
た
め
、予
算
の
範
囲
内

で
効
率
的
に
整
備
を
行
う
。

◎
質
問

　

長
期
入
院
時
の
家
族
と

の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
通

信
料
を
支
援
で
き
な
い
か
。

○
健
康
福
祉
部
長

　

実
態
や
施
設
側
の
ニ
ー

ズ
把
握
な
ど
に
努
め
る
。

※

※パートナーシップ宣誓制度：一方または双方が性的マイノリティである 2人が、互いを人生のパートナーとし、日常生活において相　　　　
　　　　　　　　　　　　　　互に協力することを約束したことを、吉野川市が公に証明する制度。
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人 

事 

案 

件  

議
員
提
出
議
案  

第
161
回
徳
島
県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（ 

書
面
開
催 

）

徳
島
中
央
広
域
連
合
議
会
９
月
定
例
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

第
１
回
臨
時
会

阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会

阿
北
火
葬
場
管
理
組
合
議
会
第
１
回
臨
時
会

第
７１
回
四
国
市
議
会
議
長
会
理
事
会

（ 

書
面
開
催 

）

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会

議
会
運
営
委
員
会

9/
299

10/
6

11/
20

◇
次
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
同
意
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

貞さ
だ
野の　
雅ま
さ
己み

（
山
川
町
貞
田
）

●
別
居
・
離
婚
後
の
親
子
の
断
絶
を
防
止
す
る
法
整
備
を
求

　
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
出
議
員　
　
福　
岡　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

異
議
な
し
で
可
と
決
定

●
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
出
議
員　
　
岡　
田　
　
　
晋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

異
議
な
し
で
可
と
決
定

1926

◎
質
問

　
昨
年
の
徳
島
県
児
童
相

談
所
の
児
童
虐
待
対
応
件

数
は
８
８
０
件
、阿
波
吉
野

川
警
察
署
へ
の
相
談・対
応

件
数
は
13
件
で
年
々
増
加

し
て
い
る
が
、本
市
の
児
童

虐
待
防
止
へ
の
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

①
市
へ
の
相
談・通
告
件
数

は
。

②
相
談
窓
口
で
の
対
応
は
。

③
こ
ど
も
園
や
保
育
所
の

対
応
は
。

④
学
校
と
市
担
当
部
局
と

の
連
携
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

　
相
談
は
31
件
で
、
う
ち

心
理
的
虐
待
21
件
、
身
体

的
虐
待
９
件
、
ネ
グ
レ
ク

ト
１
件
で
、
通
告
は
15
件

で
あ
る
。
虐
待
相
談
を
受

け
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

学
校
・
こ
ど
も
園
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
早
期
発
見
、
未
然
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
前
兆
を
見
逃
す
こ
と
が

な
い
よ
う
園
児
の
心
身
状

態
な
ど
を
常
に
観
察
し
、

虐
待
の
疑
い
を
発
見
し
た

場
合
は
児
童
虐
待
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
手
順
書
に
沿

っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

○
副
教
育
長

　
虐
待
の
予
防・早
期
発
見
、

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の

迅
速
か
つ
適
切
な
保
護
お

よ
び
自
立
の
支
援
な
ど
を

行
う
た
め
、学
校
は
も
と
よ

り
、関
係
機
関
と
の
連
携
に

努
め
、適
切
な
対
応
を
図
る
。

◎
再
問

　
「
１
８
９｣

に
通
報
し
た

場
合
、そ
の
後
の
対
応
は
。

○
健
康
福
祉
部
長

　
「
１
８
９
」は
、24
時
間

対
応
し
て
い
る
。匿
名
で
電

話
で
き
、個
人
情
報
や
内
容

の
秘
密
が
守
ら
れ
る
。

　
通
告
か
ら
原
則
48
時
間

以
内
に
現
場
に
向
か
い
、
子

（質問）

児
童
虐
待
防
止
へ
の
対
応
は

（答弁）

子
ど
も
相
談
室
な
ど
で
相
談
に

応
じ
て
い
る

 
岸き

し

　
田だ

　
益ま

す

　
雄お

令
和
2
年
12
月  

議
会
定
例
会  

一
般
質
問

ど
も
の
安
全
確
認
を
行
う
。

状
況
に
応
じ
警
察
が
同
行

す
る
こ
と
も
あ
る
。生
命
の

危
険
が
あ
る
場
合
は
、一
時

保
護
や
施
設
へ
預
け
る
こ

と
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
質
問

　
Ｋ
ｉ
ー
Ｄ
ａ
の
現
状
は
。

○
産
業
経
済
部
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
利
用

が
開
始
さ
れ
、会
員
登
録
者

３
２
７
人
、月
額
利
用
会
員

が
１
事
業
者
と
将
来
に
繋

が
る
成
果
と
な
っ
て
い
る
。

◎
質
問

　
銀
行
跡
地
に
設
置
予
定

の
公
園
か
ら
、Ｋ
ｉ
ー
Ｄ
ａ

へ
の
通
路
に
階
段
状
の
ベ

ン
チ
を
設
置
し
て
は
。

○
建
設
部
長

　
動
線
・
景
観
を
考
慮
し
、

検
討
し
て
い
る
。

議 

会 

の 

う 

ご 

き  （ 

9
～
11
月 

）

 

※ 189（いちはやく）：厚生労働省が開設している児童相談所全国共通ダイヤル。オペレーターが 24時間対応で地域を管轄する
児童相談所に取り次いでくれる。

※
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寄附とは 政治家の寄附の禁止とは
　金銭、物品などの供与ま
たはその約束で、党費や会
費、町内会費など規約に定
められたものや、物を買っ
たときの代金の支払いなど
の債務の履行以外のものを
言います。

　政治家は、公職選挙法により、選挙期間中に限らず、選挙区内にある者に対して寄
附をすることは、名義のいかんに関わらず、罰則をもって禁止されています。
　政治家が役職員または構成員となっている会社や団体が、選挙区内にある者に対し
て、政治家の氏名を表示したり、氏名が類推されるような形で寄附をすることも禁止
されています。
　政治家の後援会が、選挙区内にある者に対して行う寄附も、同様に禁止されています。
　有権者が候補者に対し、寄附を求めることも禁止されています。

寄附に当たる行為

　①贈答品やお祝い、お見舞いなど
　　・お歳暮、お中元、入学・卒業祝い、出産祝い、開店祝いの　　　　　　　　
　　　花輪、旅行への餞別、バレンタインデーやホワイトデーなど
　②イベント関係
　　・お祭りやスポーツ大会への寄附の差し入れ

③その他
　・自身の選挙区内の自治会等が行う募金に応じること　
　・自身の選挙区内で行われるバザーに物品を提供すること
　・自らの報酬やボーナスの一部を返納すること
　・自身の選挙区に対して ｢ふるさと納税｣ を行うこと　など

｢時候のあいさつ｣などにも制限があります

　

 政治家の寄附の禁止 

　政治家が選挙区内にある者に年賀状（喪中による欠礼状も含む）や暑中見舞、クリスマスカード
などの時候のあいさつ状（電報・ファックスも含む）を出すのは、答礼のための自筆によるもの以
外は禁止されています。また、政治家や後援団体が選挙区内にある者に対し、慶弔（年賀や暑中・
寒中や人の死亡など）や激励（地元高校の野球部への激励など）、支援への感謝、災害見舞などを
意図して、新聞・雑誌・テレビ・ラジオなどで有料広告（いわゆる名刺広告など）を出すと処分さ
れます。このような広告を出すように求めることも禁止されています。

入学祝い・卒業祝い 病気見舞い お中元・お歳暮

  

　行財政改革の取り組みの一環として、令和 3 年 4 月以降の ｢広報よしのがわ｣ 及び ｢吉野川市議会だより｣ の

郵送配布を廃止いたします。ただし、自治会に加入されている方は、従来どおり自治会から配布されます。
広報誌が郵送されている方で、引き続き郵送での配布を希望される方は市長公室広報広聴係までご連絡ください。

　なお、｢広報よしのがわ｣ 及び ｢吉野川市議会だより｣ は市役所、各支所、公民館などにお持ち帰りいただけ

るものを設置しています。また、市ホームページでも Web 版をご覧いただけます。

市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

｢広報よしのがわ｣及び ｢吉野川市議会だより｣の郵送配布の廃止について

郵送受付 Eメールアドレス m-koushitsu@yoshinogawa.i-tokushima.jp
※電話での聞き間違いを防ぐことができ、24 時間受付可能な 電子メールでの申し込み にご協力ください。
※件名を ｢郵送希望｣ とし、メール本文に ｢住所、氏名、電話番号｣ を記入の上、上記アドレスに送信してください。

市長公室広報広聴係　TEL.22-2203　FAX.22-2244問い合わせ ･ 申し込み

二次元コード読み取り

〉〉〉

町会の集会や旅行等の
催し物への寸志や
飲食物の差し入れ

運動会やスポーツ大会への
飲食物の差し入れ

お祭りへの
寄附や差し入れ

葬式の花輪、供花落成式・開店祝いの花輪

結婚祝い・香典
政治家本人が披露宴・葬式に

出席して渡す場合は例外（ 　　　 　　）
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N
o.65

令
和
3年
2月
10日

12月
定

例
会

発
行

／
吉

野
川

市
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
特

別
委

員
会

〒
776-8611　

徳
島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115

番
地
1

　
　
　
　
　
　
  　TEL 0883-22-2241 FAX 0883-22-2242

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

【
編
集
委
員
】

委  

員  

長 

岡
田　
光
男　
　

副
委
員
長　

 

田
村　
修
司

委　
　
員　

 

阿
佐　
勝
彦

　
　
　
　
　

 

塩
田　
智
子

　
　
　
　
　

 

桒
原　
五
男

　
　
　
　
　

 

細
井　
英
輔　
　
　
　
　

 

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
吉
野
川
市
ブ
ラ
ン　

　
ド
認
証
品
を
進
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
ク
イ
ズ
の　

　
　
　
　
　
　
答
え
と
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
　
　
　
　
　
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
吉
野
川
市
議　
　

　
　
　
　
　
　
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
応
募
の
際
に
「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
の
感
想
や
、「
チ
ョ
ッ
ト
ひ
と
言
」
添
え
て

　
　
　
　
　

   

み
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
先
　
〒
７
７
６
―
８
６
１
１ 

吉
野
川
市
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
８
８
３
）
２
２
―
２
２
４
１

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
８
３
）
２
２
―
２
２
４
２

●
締
切
日
　令
和
3
年
3
月
31
日
（
消
印
有
効
）

  

チ
ョ
ッ
ト
ひ
と
言

★
学
駅
の
ご
入
学
の
お
守
り
は
、
娘
の
受
験
の
時
購
入
し　

　
ま
し
た
。
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
鴨
島
町　
　

 

原
さ
ま
）

★
感
染
し
た
人
を
責
め
た
り
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴨
島
町　

多
田
さ
ま
）

★
近
所
を
散
歩
し
て
み
て
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
景　

　
色
も
あ
っ
た
り
。
川
島
町
、
美
し
い
と
こ
ろ
も
い
っ
ぱ　

　
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

  （
川
島
町　

槙
山
さ
ま
）

（
前
回
の
解
答
）　 「
学
」

○に当てはまる言葉は何でしょう。

　山のふもとには、児童公園やテニスコー
ト、ゲートボール場、散策の小径などがあ
り、憩いの場として活用されています。
　春には、枝垂れ桜、八重桜などの、お花
見が楽しめ、秋には紅葉やどんぐり拾いも
楽しめます。

クイズ

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

○○○公園（鴨島町）

吉
野

川
市  議

会
だ

よ
り

　

｢

苦
渋
の
選
択
」と
し
て
、吉

野
川
市
の
成
人
式
は
延
期
と
な

り
ま
し
た
。お
盆
に
は
開
催
で

き
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

新
た
な
ア
リ
ー
ナ
を
使
っ
て
明

る
く
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
で
す
。

　

昨
年
よ
り「
身
の
丈
に
合
っ

た
予
算
」と
し
て
、本
市
は
緊
縮

財
政
が
組
ま
れ
、更
に
令
和
３

年
度
は
厳
し
い
予
算
と
な
り
ま

す
。平
成
29
年
度
か
ら
借
金
は

増
加
に
、基
金（
貯
金
）は
減
少

に
転
じ
、市
長
自
ら
危
機
感
を

公
表
し
ま
し
た
。議
員
も
歳
費

削
減
に
協
力
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。と
に
か
く
、健
全
財

政
に
向
か
う
に
は「
忍
」の
一
字

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
は
終
息

に
向
か
っ
て
い
る
と
は
い
え

ず
、日
常
生
活
に
不
安
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
そ
う
で

す
が
、ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
が
堂
々

の
Ｊ
２
優
勝
で
本
年
は
Ｊ
１
で

プ
レ
ー
し
ま
す
。箱
根
駅
伝
で

は
感
動
の
シ
ー
ン
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。

　

全
国
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、

本
年
４
月
よ
り
小
中
学
校
の
児

童
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

貸
与
さ
れ
ま
す
。再
度
学
校
が

休
校
と
な
っ
て
も
自
宅
で
学
習

が
で
き
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
な
い
環
境
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
準
備
で
き
て
い
ま

す
。教
師
の
負
担
は
多
大
な
事

が
想
定
で
き
ま
す
が
、使
用
が

軌
道
に
乗
れ
ば
新
た
な
教
育
と

し
て
、子
ど
も
た
ち
に
は
無
限

の
広
が
り
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

水
害
か
ら
市
民
を
守
る
新

た
な
情
報
も
あ
り
ま
す
。上
流

の
水
は
上
流
で
管
理
す
る
！
た

め
池
を
活
用
し
て
、豪
雨
災
害

を
食
い
止
め
る
と
い
う
発
想
で

す
。　

　

わ
た
し
た
ち
議
員
も
、し
っ

か
り
と
調
査
・
勉
強
す
べ
き
事

で
す
が
、飯
尾
川
の
氾
濫
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
と
す
れ
ば
飛
び
つ
き

た
く
な
る
よ
う
な
事
業
で
す
。

　
　
　
　
　
　

   

阿
佐　
勝
彦

   

あ
と
が
き 

　
毎
年
12
月
頃
に
、
山
川
町
に
あ
る
阿
波
和

紙
伝
統
産
業
会
館
で
、
山
川
町
の
小
学
６
年

生
が
自
分
の
卒
業
証
書
を｢

手
す
き
作
業｣

に

よ
っ
て
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
卒
業
証
書
作
り
は
30
年
以
上
前
か
ら

行
わ
れ
て
お
り
、
山
川
町
で
は
親
し
み
深
い

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
均
一
の
厚
み
に
す
る
に
は
コ
ツ
が
必
要
で
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
思
い
出
に
残
る
素
敵
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
和
紙
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
今
か
ら
卒
業
式
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　
少
し
早
い
で
す
が
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
。

旬
感

  
よ
し
の
が
わ


